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１．本稿の目的
近畿地方において、細石刃石器群の存在はきわめて

希薄である。近年の集成（日本旧石器学会 2010）を参

照しても、細石刃が出土しているのは滋賀・京都・大

阪・兵庫・奈良・和歌山をあわせても25遺跡にすぎな

い。隣接する岐阜県では28遺跡、三重県では13遺跡が

知られている事実に照らせば、細石刃出土事例の少な

さは明白である。またナイフ形石器に関する遺跡が先

の近畿２府４県では507遺跡、有茎尖頭器が出土した

遺跡が230遺跡におよぶことを考慮すれば、各々の時

間幅は異なるとはいえ、近畿地方の細石刃石器群の少

なさがいっそう際立ったものとなる。

また現在知られている細石刃関連資料についても、

ほとんどが細石刃核や製作残滓の単独出土か細石刃や

その可能性のある資料が数点発見される程度である。

近畿地方では細石刃期のまとまった石器群は一つも発

見されていない。細石刃文化期並行期の近畿地方をめ

ぐって、無人説（堤 2004）やナイフ形石器文化継続

説（光石 2006）が提起される由縁である。

こうした情勢下において、滋賀県大津市真野遺跡で

確認された細石刃核は大いに注目される。その細石刃

核は黒曜岩製で、しかも湧別系の技術的特徴を備えて

いた。これは近畿地方における細石刃関連資料に一事

例を加えるだけでなく、湧別技法を携えた東北日本系

細石刃石器群の南下と山陰地方への「植民」、近畿地

方への遊動（稲田 1996）を物語る。この重要性に鑑

み、筆者らは大津市教育委員会と協力して、真野遺跡

の石器資料の整理作業を続けてきた（大塚ほか 2015）。

この成果は真野遺跡の詳細とともに発掘調査報告書

（大津市教育委員会 2016）に収録される予定であった。

ところが細石刃核をふくむ石器資料について、筆者ら

の力不足もあって十分な情報が提示されなかった。本

稿はその欠を補い、真野遺跡の旧石器の情報を取りま

とめることで、上述の問題にアプローチするための一

助とする。 （上峯）

２．遺跡の概要と旧石器発見の経緯
真野遺跡は琵琶湖の南西岸、大津市真野六丁目に所

在する。文化元（1804）年にトウヨウゾウ骨が発見さ

れたことで有名な堅田丘陵の先端部に位置し、現湖岸

までは約200ｍ、北には和邇川、南には真野川が流れ

る。開発にともなう周辺地形の改変が著しく、遺跡周

辺は北西からのびていた丘陵本体から切り離され、現

在は独立丘のようになっている。

真野遺跡は明治15年刊行の『真野村誌』にみえる記

述から、室町時代の真野城の所在伝承地とみなされて

きた。遺跡の範囲は、南北約450ｍ、東西約200ｍにお

よぶと推定されている。この範囲内の北半部で宅地造

成工事が計画されたことから、平成５年度から平成８

年度にかけて試掘調査・本調査が実施された。当初予

想された真野城に関係する資料は見られなかったもの

の、範囲内から古墳２基が検出されるとともに、落ち

込みや土坑を埋める黄褐色〜黒褐色粘質土中から縄文

時代早期中葉を主体とする土器や石器が出土した。本

稿で取りあげる旧石器資料は、この調査の際に出土し

たものである。調査範囲の北西端に位置する２号墳に

ついては、先んじて、調査報告書が刊行されたが（大

津市教育委員会 2012）、そのほかの資料については整

理作業にさらなる時間を要していた。なお、これらの

調査区に南接する場所で平成23年度に発掘調査がおこ
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なわれており、縄文時代の遺物や古墳時代以降の資料

が若干得られている（大津市教育委員会 2014）。

縄文時代資料は長らく整理途上にあったが、その重

要性を認識した鈴木康二が資料を実見し、黒曜岩製の

細石刃核を見いだした（鈴木 2012）。鈴木が記載する

ように、この細石刃核は湧別系の特徴を備えており、

近畿地方の当該期を知るうえで重要である。この認識

は真野遺跡出土資料の整理作業にも大きな影響を与え、

上峯や大塚はすべての石製資料（1,000点以上）をつ

ぶさに観察した。その結果、旧石器時代の資料群と目

される資料が複数抽出された。 （上峯）

３．黒曜岩を用いた石器

（１）黒曜岩製遺物の観察

真野遺跡に注目が集まるきっかけとなった細石刃核

は黒曜岩製であるが、搔器や剝片などをふくめ、黒曜

岩製遺物は計12点ある（第２図）。

１は、細石刃核である。剝離面の切りあい関係から、

まず石核の右側面に上縁と下縁から平坦調整し、つづ

いて、左側面に下縁側から平坦調整を施し、両面調整

素材を製作している。左側面には、亜円礫の礫面が残

存する。その後、両面調整素材の長軸方向に削片を剝

離し、打面が作出される。打面作出後に、甲板面から

の大規模な石核側面調整が施された痕跡はない。削片

剝離の際の打面側を作業面に細石刃が剝離されており、

現状では８面の細石刃剝離面が観察される。作業面長

は33mm、作業面幅は13mmで、剝離された細石刃は長

さ33mm、幅４mm程度である。石核整形・打面作出の

あり方・細石刃剝離作業面の状態から、湧別系細石刃

核と判断できる。

２は、幅広剝片を素材とした搔器である。まず素材

剝片の特徴をみると、打面は調整打面である。背面構

成は本資料の主要剝離面と同方向から加撃された剝離

面からなることから、幅広の剝片が同一方向から連続

的に剝離されたことがわかる。素材剝片の右側縁と末

端には亜円礫の礫面が残存する。素材剝片の末端部が

一部折損した後、左側縁と末端に緩斜度調整が施され、

刃部が作出されている。

３〜11は、幅広・横長剝片である。主要剝離面の剝

離方向と背面の剝離面構成の関係は、背面の剝離痕が

同方向（５・７・11）、直交方向（４・６・10）、同一

＋直交方向（８・９）、多方向（３）のものがある。

３は背面に多方向からの平坦調整の痕跡を有しており、

両面調整素材製作にかかわる調整剝片である可能性が

高い。３・９以外の資料は、背面に礫面を有する。礫

面の観察からすれば円礫や角礫はみられず、亜円礫

（４・５）や亜角礫（７・10）、磨滅が進んでおらず割

れ面の稜線が観察される剝離面状のもの（６・８・

11）の三者がある。礫面の状態が異なる、複数の原石

が原料となったことがわかる。

12は、縦長剝片である。打面は本資料剝離時に折損

している。背面の剝離面は、主要剝離面の剝離方向と

同一のものと、対向するもの、直交するものから構成

される。それらの切りあい関係から、まず同一方向か

ら剝離し、つづいて打面を転位して対向方向の剝離、

さらに打面を転位し同一方向というように、打面転位

を繰り返しながら縦長剝片を連続的に剝離しているこ

とがわかる。その後、直交する剝離により稜を再形成

し石核調整した後、再び打面を転位し本資料が剝離さ

れている。 （大塚）

（２）黒曜岩製遺物の原産地推定

これら12点について、蛍光Ｘ線分析装置を用いて原

産地を推定した。

真野遺跡の遺物は整理途上で洗浄されていたため、

今回はアルコールをふくませたメラミンスポンジで遺

物の表面をふくのみにとどめた。分析には明治大学黒

耀石研究センター所管のエネルギー分散型蛍光Ｘ線分

析装置 JSX-3100s（日本電子株式会社製）を使用し、

Ｘ線管球はターゲットがRh（ロジウム）のエンドウ

インドウ型を用いた。管電圧は30kV、電流は計数率

が最適になるよう自動設定とし、Ｘ線検出器は Si

（ケイ素）/Li（リチウム）半導体検出器を使用した。

試料室内の状態は真空雰囲気下で、Ｘ線照射面径は

15mm、測定時間は240秒に設定した。黒曜岩の主成分

元素であるケイ素（Si）、チタン（Ti）、アルミニウ

ム（Al）、鉄（Fe）、マンガン（Mn）、マグネシウム

（Mg）、カルシウム（Ca）、ナトリウム（Na）、カリ

ウム（K）の計９元素、ならびに微量元素であるルビ

ジウム（Rb）、ストロンチウム（Sr）、イットリウム

（Y）、ジルコニウム（Zr）の計４元素の合計13元素

を測定した。Ｘ線データ解析ソフトには、明治大学文

化財研究施設製；JsxExtを使用した。

遺物に直接Ｘ線を照射する定性（半定量）分析では、

発生する蛍光Ｘ線の強度そのものは，試料の状態や装

置の経年変化によって変動する可能性が高いが，特定

元素の強度同士の比を採った場合はその影響は小さい

（東村 1986、長井ほか 2008、Kannari et al. 2014）。今
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表１ 黒曜岩製石器の原産地推定結果（「距離」はマハラノビスの距離を示す）

実測図 試料 No. Rb分率 Sr分率 Zr分率 Mn×100/Fe Log(Fe/K) 候補１ 確率 距離 候補２ 確率 距離

第２図の１ UMI1-036 32.83 0.00 52.61 2.32 0.31 隠岐系 1.00 9.43 壱岐系 0.00 378

第２図の２ UMI1-041 32.19 0.00 52.78 2.32 0.30 隠岐系 1.00 7.61 壱岐系 0.00 386

第２図の３ UMI1-040 33.16 0.82 51.29 2.48 0.29 隠岐系 1.00 5.70 壱岐系 0.00 301

第２図の４ UMI1-034 33.15 0.41 51.85 2.36 0.30 隠岐系 1.00 7.19 壱岐系 0.00 358

第２図の５ UMI1-031 33.02 0.00 53.13 2.28 0.32 隠岐系 1.00 18.94 壱岐系 0.00 404

第２図の６ UMI1-035 32.31 0.26 53.04 2.53 0.29 隠岐系 1.00 1.89 壱岐系 0.00 306

第２図の７ UMI1-042 32.44 0.84 51.83 2.49 0.30 隠岐系 1.00 4.85 壱岐系 0.00 282

第２図の８ UMI1-032 32.89 0.17 52.92 2.38 0.26 隠岐系 1.00 7.09 壱岐系 0.00 537

第２図の９ UMI1-038 32.52 0.00 52.58 2.48 0.29 隠岐系 1.00 2.32 壱岐系 0.00 305

第２図の10 UMI1-039 32.61 0.00 52.85 2.46 0.29 隠岐系 1.00 2.27 壱岐系 0.00 334

第２図の11 UMI1-037 32.40 0.34 52.90 2.39 0.30 隠岐系 1.00 2.83 壱岐系 0.00 361

第２図の12 UMI1-033 40.55 14.85 26.89 9.74 -0.14 西霧ヶ峰系 1.00 4.37 和田峠･鷹山系 0.00 94



回は、測定強度比をパラメータとして原産地推定をお

こなった。

望月明彦（望月ほか 1994，望月 1997）の原産地判

別法に準拠し、原産地推定のパラメータにRb分率

｛Rb強度×100/（A＝Rb強度＋ Sr強度＋Y強度

＋ Zr強度）｝、Sr分率（Sr強度×100/A）、Mn強度

×100/Fe 強度、Log（Fe 強度/K 強度）を用いて判

別図を作製した１)。

第３図に示したように、真野遺跡の黒曜岩製遺物の

うち、第２図の１〜11の11点が隠岐地区隠岐系に、第

２図の12だけが霧ヶ峰地区西霧ヶ峰系と推定された。

また判別図上での測定値の比較にともなう恣意を排除

するために判別分析をおこなったが（表１）、同じ結

果が得られている２)。 （金成）

（３）黒曜岩製遺物の由来

隠岐地区隠岐系と推定された11点（第２図の１

〜11）は、縁辺がきわめてシャープで、原位置を大き

くは遊離していない可能性が高い（第４図上段）。ど

の資料を稜線上や剝離面上をルーペ（20倍）や実体顕

微鏡で観察しても、顕著な傷は見いだせない点も共通

する。石質やパティナの発達度も酷似しており、本来

一つの石器群を構成していた公算が大きい。

一方、霧ヶ峰地区西霧ヶ峰系と推定された透明度の

高い縦長剝片（第２図の12）は、一見して著しいダ

メージをこうむっている（第４図下段）。ルーペ（20

倍）で観察すると、稜線上には衝撃痕が、剝離面上に

はアト・ランダムにはしる線状痕が認められる。隠岐

地区隠岐系の資料とは対照的であり、両者が同じ石器

群に由来するものとは考えにくい。 （上峯）

４．サヌカイトなどを用いた石器

（１）サヌカイト製遺物の観察

真野遺跡の石製資料は主としてサヌカイトからなる

が、大半は灰黒色に風化した緻密なサヌカイトで、二

上山北麓に産するものと考えられる。この種のサヌカ

イトにも、旧石器やその可能性がある資料がふくまれ

る（第５図）。

13は、細石刃である。背面は、主要剝離面と同一方

向の剝離面３面からなり、同一打面から連続的に細石

刃が剝離されたことがわかる。打面および末端は折損

している。

14〜16はナイフ形石器（14・15）および、その可能

性が高い資料（16）である。14は背面にポジティブな

剝離面を有する横長剝片を素材としている。素材の打

面側を、背面と主要剝離面からの急斜度調整により整

形している。背面と主要剝離面からの調整が切りあう

点に加え、調整時の打点部付近に潰れた細かな剝離痕

が連続的に認められることから、調整に際して「挟み

割り」が用いられた可能性が高い。基部側を折損後、

折損部に主要剝離面側から二次加工が施されている。

15は、背面に多方向の剝離痕をもつ横長剝片を素材

としている。素材の打面部と末端部の二側縁に、主要

剝離面から緩斜度調整を施し整形している。

16は、背面に多方向の剝離痕をもつ縦長剝片が素材

となっている。素材の打面部が尖頭部に設定され、二

側縁に急斜度調整を施すことで、Ｖ字状の基部が作り

出されている。ただしこの資料は刃部の角度が鈍く、

素材の用い方についても、尖頭部が素材剝片の打面に

あたる点が注視される。これらの特徴はナイフ形石器

に一般的ではないことを指摘しておきたい。Ｖ字状の

基部とした部分を錐の機能部先端と考えることもでき

るが、その場合でも錐としての機能部の作出は不明瞭

である。以上のように器種認定に課題が残ることから、

ここではナイフ形石器の可能性が高い資料としておく。

17〜18は有底剥片である。図化できなかったが、ほ

かに同様な資料が１点出土している。17には、背面に

数面のネガティブな剥離面が観察される。18は、背面

に底面と有底剝片を剝離した痕跡を有する資料である。

剥離の手順をおうと、素材剝片の主要剝離面を石核底

面、素材剝片の打面側を作業面に設定し、有底剝片を

剝離する。結果、この資料の背面に残存する、有底剝

片の剝離痕がのこされる。その後、打面を山形に調整

して本資料が剝離されるが、山形打面の頂部ではない

打面の奥側を打撃した結果、剝離軸が石核左側面側に

滋賀県大津市真野遺跡の旧石器（上峯・大塚・金成)
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傾き、石核側面の礫面を大きく取りこむ結果となって

いる。

19・20は縦長剝片製作に関連する資料である。19は

稜付きの縦長剝片である。剥離時の打面は折損してい

る。平坦な礫面を有する石核に、左右両方から剝離を

加えることで、稜が作出される。その稜線状を打撃し、

本資料（縦長剝片）を剝離している。

20は、両設打面の石核から剝離された縦長剝片であ

る。剝離時の打面は折損している。末端に下設打面を

取りこんでおり、その打面は調整打面である。

21は石核である。本資料は５面で構成されている。

まず上面（e）から正面（a）・側面（c・d）に対して

剝離が施され、石核が角柱状に整形されている（①）。

その後、石核上面（e）に打面を作出し（②）、打面

調整を適宜施しながら、①で作出した稜線上を打撃す

ることで、縦長剝片を剝離している。縦長剝片の剝離

痕跡は左側面（b）、右側面（c）、正面（a）に観察さ

れるが、いずれも数回程度の剝離にとどまっており、

石核末端にまで達する縦長剝片はごくわずかしか剝離

されていない。石核の左側面（b）には、礫面が残存

している。

22も、石核である。板状の剝片を素材とする。まず

素材の背面側（c）に長軸方向から剝片剝離し、つづ

いて短軸方向から剝片剝離をおこなう。その際、石核

の一部（d）を折損している。次に素材剝片の主要剝

離面側（b）に作業面を設定し、再び長軸方向へ剝離

した後、短軸方向から剝片剝離する。最後に、石核の

長軸方向に剝片剝離（b・c）をおこなった際、石核

が折損し（e）剝片剝離が終了している。 （大塚）

（２）真野遺跡出土石製遺物群の分解

上述の旧石器のほかに、サヌカイト製遺物群には石

鏃や石匙など、明らかに縄文時代以降とみられる石器

が多量にふくまれ、多数の時期の資料が混在している

のは明白である。真野遺跡から見いだされた旧石器を

正確に評価するためには、石製資料群の内容を検討し、

いつの時期のどのような遺物が混在しているのかを明

確にしなければならない。

このようなサヌカイトによる資料群のなかで年代指

標となる遺物は、ナイフ形石器や有底剝片、細石刃、

両面加工石器、石鏃、石匙、異形石器である。両面加

工石器は剝離痕が粗雑で先端部の作出も明瞭ではなく、

木葉形尖頭器などの製作途上にあるものと推定される。

近畿地方では、縄文時代草創期から早期中葉以前の石

器群にしばしばともなう形態である。石鏃には「鍬形

鏃」と通称される、平坦な基部の中央が深く丸く抉ら

れた形態のほか、側縁がやや内湾し、脚部がわずかに

外側に跳ね返りを見せる、仮称「長靴鏃」が目立つ。

側縁部がＳ字状に湾曲する個体もある。奈良県天理市

布留遺跡の5Ｂ層出土資料（上峯ほか 2013）と比較し

ても、縄文時代早期中葉（ポジティブな押型文土器

期）の所産であることは疑いない。一方、横長の石匙

や分銅形の異形石器は、それぞれ縄文時代早期末葉以

降ならびに前期・中期の石器群に組成するもので、石

鏃が示す時期とは合致しない。

技術形態学的特徴やその年代観に齟齬がある各器種

は、表面の風化の状態が異なる。その違いは肉眼でも

認識できるほどである。サヌカイトの風化程度は石器

表面の凹凸の程度で定量化でき、同一の堆積層から出

土した、同じサヌカイトからなる資料群においては、

風化程度は製作年代の新旧を反映する場合がある。石

器表面の凹凸は、表面粗さ測定器で算術平均粗さ

（Ra）を測定すれば数値化できる（上峯 2011）。数値

が小さいほど測定箇所は滑らかであり、逆に数値が大

きいほど表面の凹凸が激しく、粗い状態にある。すな

わち数値が小さいほど風化の発達が弱く、大きいほど

風化が進んでいることになる。旧稿で詳述したとおり、

算術平均粗さから推定できる石器の製作年代の新旧と、

石器の特徴が一致した場合、異なる特徴をもつ資料間

に時間的前後関係を想定できる。

真野遺跡のサヌカイト製遺物の表面粗さをハンディ

サーフ E-30A（東京精密製）で測定したところ、第

６図のように、石器の技術形態学的特徴と風化程度に

はある程度の対応関係が認められた。すなわち縦長剝

片や有底剝片、細石刃の算術平均粗さは11.0μｍ程度

と、測定資料中でもっとも高い値を示す。両面加工石

器はそれよりもやや低い値をとる傾向がある。石鏃は

形態を問わず、7.0〜8.5μｍ程度の算術平均粗さを示

し、旧石器や両面加工石器よりも明らかに値が低い。

石匙や異形石器はさらに低い値となっている。

この結果と、前述した技術形態学的特徴にもとづく

年代観を整理すれば、真野遺跡のサヌカイト製遺物群

は、Ⅰ群：有底剝片やナイフ形石器、細石刃をふくむ

グループ、Ⅱ群：両面加工石器をふくむグループ、Ⅲ

群：鍬形鏃や仮称「長靴鏃」をふくむグループ、Ⅳ

群：石匙や異形石器をふくむグループに大別できる。

Ⅰ〜Ⅲ群の区分は肉眼観察でも概ね追認でき、Ⅰ・Ⅱ

群では一見してザラつきが顕著で、ルーペ（20倍）で
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観察すると、表面には微細な凹凸が発達している。一

方Ⅲ群は裸眼ではザラつきを認めるものの、ルーペで

細部を観察すると凹凸がほとんど認められない点で、

Ⅰ・Ⅱ群とは明瞭に区別される。Ⅰ〜Ⅲ群は稜線が風

化によって鈍くなっているのに対し、Ⅳ群では稜線は

いたってシャープで、Ⅰ〜Ⅲ群よりも黒みが強い。石

器表面をルーペで観察しても、凹凸の発達をまったく

認めることができない。この所見にもとづいて真野遺

跡のサヌカイト製遺物群を分類すると、大多数の資料

がⅢ群に振り分けられる。縄文土器片が早期中葉の高

山寺式土器を主体にすることと調和的である。

その一方で、真野遺跡には上述したものと岩質が異

なるサヌカイトが15％程度あり、剝離面の境界が曖昧

なほどに風化し、黄白色を見せる。新欠面では石基の

ザラつきが著しく、白色の斑晶や粗いフィッシャーが

観察できる。エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析を実施し

たところ、これらは「金山１」に判別された（朝井ほ

か 2016）。この判別群に属するサヌカイトは、主に香

川県坂出市金山の北東麓に産出する。この種のサヌカ

イトには指標的な遺物は石鏃しかなく、「鍬形鏃」や

「長靴鏃」をふくむことから、上述したⅢ群に併行す

るものと判断される。

これらサヌカイト製遺物のほかに、良質で、灰色、

青灰色、赤褐色を呈するチャートによる資料が約250

点ある。有茎尖頭器のほか、石鏃や異形局部磨製石器

（トロトロ石器）がふくまれるが、旧石器に分類され

る資料はない。石鏃の形態は、サヌカイト製のものと

共通する。剝片石器としては、ほかに水晶製の異形局

部磨製石器、下呂石製の尖頭器などが出土している。

そのほか、近隣の河床礫を素材とした、磨石、凹石、

石皿、石斧、石錘などがある。

真野遺跡の石製遺物は、上述した二上山北麓産サヌ

カイト製遺物の区分によれば、Ⅰ〜Ⅳ群に区分できる。

細石刃核や搔器など原産地推定で隠岐地区隠岐系と判

別できたものは、サヌカイトのⅠ群に相当する。霧ヶ

峰地区西霧ヶ峰系の資料は、縦長剝片という特徴もさ

ることながら、近畿地方の縄文時代草創期〜早期中葉

の遺跡ではこれまで、信州産の黒曜岩の事例が知られ

ていないことも鑑みれば、隠岐地区隠岐系のものと同

じくⅠ群に併行させるのが妥当だろう。チャート製の

有茎尖頭器はⅡ群に、チャート製石鏃と香川県産サヌ

カイトの可能性があるものはⅢ群に相当しよう。各技

術形態の年代観にしたがえば、Ⅰ群は後期旧石器時代、

Ⅱ群は縄文時代草創期〜早期、Ⅲ群は縄文時代早期中

葉、Ⅳ群は縄文時代前期〜中期となろう。 （上峯）

５．真野遺跡と滋賀県の旧石器時代遺跡

（１）真野遺跡の旧石器

先にⅠ群とした、後期旧石器時代の所産と判断され

る資料は、細石刃石器群に関連するグループ、小形ナ

イフ形石器に関連するグループ、縦長剝片製作に関連

するグループに細分できる。小形ナイフ形石器のグ

ループが調査区北半部（第１・２調査区）に多く、細

石刃石器群に関連するグループが南半部（第３・４調

査区）に偏って分布する傾向がある。しかし、本遺跡

では堆積物が総じて薄いことも手伝って、層位的には

両者ならびに縄文時代の資料群を区別できる状況には

ない。以下に、各グループの構成を整理する。

細石刃石器群に関連するグループ（第７図上段）

細石刃石器群関連資料は、隠岐産黒曜岩製石器（細

石刃核１点・搔器１点・剝片９点）、サヌカイト製石

器（細石刃１点）の12点から構成される。細石刃核は、

両面調整素材に対して長軸方向から削片剝離によって

打面を削出した、湧別技法によるものである。

隠岐産黒曜岩製資料には接合関係こそ認められない

ものの、搔器の技術形態学的特徴に加え、パティナの

度合の共通性からすれば、本来一つの石器群に属して

いたと考えられる。そのうち、両面調整素材製作に関
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連する資料１点（10・11）を除いて、亜角礫・亜円礫

など異なる特徴をもつ礫面が観察され、複数の母岩が

原石または原石に近い状態で遺跡に搬入されたことが

想定される（大塚ほか 2015）。どの剝離面にも顕著な

傷が見られないことも、この想定を傍証しようか。

次に細石刃関連資料の技術的特徴と、利用石材の原

産地に目を転じれば、隠岐産黒曜岩を素材とすること

が第一に注視される。真野遺跡の資料は、隠岐黒曜岩

原産地から直線距離で約250km超に達する、南東方向

への長距離移動を示すことになる。恩原２遺跡Ｍ文化

層（恩原遺跡発掘調査団 1996）、冠遺跡第８地点（竹

広 2011）など、隠岐産黒曜岩製の湧別系細石刃石器

群と考えられてきた資料は、前者は原産地から南に約

100km、後者は南西方向に約200kmの距離にあり、真

野遺跡の資料はこれらよりも長距離を運搬されている。

一方、サヌカイト製の細石刃は、肉眼観察では二上山

北麓産と判断できる。１点のみの出土であるため、細

石刃核の特徴は予想し得ないが、原産地から約

70km離れた真野遺跡への運搬を示すことになる３)。

真野遺跡の細石刃関連資料は、隠岐産黒曜岩が示す南

東方向と、二上山北麓からの北方向の石材の動きを示

唆する。真野遺跡を南北に貫くような細石刃石器群の

拡散と移動経路の存在を物語るのである。

小形ナイフ形石器に関連するグループ（第７図中段）

ナイフ形石器は二上山北麓産と見られるサヌカイト

製で、横長剝片を素材とする。どの資料も長さ

3.5cm未満、厚さ５mm未満と小形薄手である。１点

のみであるが、有底剝片を素材としたナイフ形石器が

あり、これと関連する剝片が３点確認されている。

これら小形薄手のナイフ形石器の背部は、有底横長

剝片素材のものでは対向調整、横長剝片素材のもので

は緩斜度調整で仕上げられている。前者の特徴はAT
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火山灰の下位・上位ともに見られる特徴で（森川

2011）、帰属時期を定める根拠にはならない。ただし

AT下位において有底横長剝片をともなう石器群では、

ナイフ形石器の整形は急斜度調整によっており（大塚

2013）、後者のような緩斜度調整は認められない。緩

斜度調整のナイフ形石器は兵庫県たつの市碇岩南山遺

跡（御津町教育委員会 1995）、大阪府箕面市粟生間谷

遺跡ブロック６（大阪府文化財センター 2003）、同枚

方市藤阪宮山遺跡（桑原・久保 1987）など、AT上位

の石器群に特徴的である。また、粟生間谷遺跡ブロッ

ク６と藤阪宮山遺跡では基部がＶ字状になるナイフ形

石器も出土しており、第５図の16と類似した特徴が指

摘できる。

剝片剝離技術については、どの資料でも剝片剝離に

先立って打面調整が入念に施され、山形打面が作出さ

れている点に特徴がある。山形打面の有底剝片はAT

下位の石器群でも知られているが、打面調整により山

形打面が意識的に作出されたものは稀であり、素材剝

片の背面稜線を利用した山形打面のものが主である

（大塚 2013）。AT 下位石器群の有底剝片剝離技術で

は、瀬戸内技法的な要素（作業面設定、打面調整）が

有機的に結びついていないのである。対照的に、真野

遺跡では資料数と一括性に不安を抱えるものの、諸要

素には有機的な関連性をうかがうことができる。この

点からも、AT上位の所産と見るのが妥当である。

縦長剝片製作に関連する資料（第７図下段）

信州産黒曜岩製石器１点、サヌカイト製石器２点か

らなる。まとまった点数が出土したわけではないので、

時期を限定することは難しい。信州産黒曜岩を原料と

した縦長剝片に関する資料としては、京都府宇治市

五ヶ庄二子塚古墳の二側縁加工ナイフ形石器が知られ

ている（宇治市教育委員会 1992、上峯・柴田 2014）。

真野遺跡出土の縦長剝片は五ヶ庄二子塚古墳の資料と

ともに、旧石器時代における近畿地方と中部高地との

関係を検討するうえで重要な資料となろう。 （大塚）

（２）真野遺跡の旧石器の分布と層位

上述のように抽出、整理された真野遺跡の旧石器に

ついて、発掘調査時に記録された情報にもとづいて出

土位置を再点検した。真野遺跡の石器は３次元的な位

置情報など、出土位置の詳細は記録されていないが、

参照できる情報を使って可能な限り検討した。

その結果、細石刃石器群に関連するグループは調査

区の南半部（第３・第４調査区など）で出土しており、

北半部からの出土資料は第２図の７だけであった。小

形ナイフ形石器に関連するグループも、第３調査区で

出土した第４図の14以外はすべて、第２調査区から出

土している。縦長剝片に関連する資料はどれも、第２

調査区からの出土である。技術形態学的特徴の異なる

資料が、時期を異にして残されたことを示唆する。

また上述の旧石器は多くが各調査区の調査期間の後

半に出土している傾向がある。この点からすれば、真

野遺跡で大勢を占める縄文時代の石器資料よりも相対

的に下層に、旧石器が包含されていた可能性はある。

ただし現状では、層位学的に両者を明確に区別できる

状態にはない。 （上峯）

（３）滋賀県における旧石器時代遺跡の様相

滋賀県は中部・東海地方や日本海沿岸地域と近畿地

方をつなぐ交通の要所にありながら、全国的に見ても

旧石器時代遺跡が突出して少ない。旧稿（上峯 2007）

の集成に、近年新たに判明した事例を加えても、16遺
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跡を数えるにすぎない（第８図）。いずれも後世の遺

物包含層に混入したり、単独出土や採集品ばかりで、

良好な石器群の検出には恵まれていない。

遺跡の立地について見てみると、琵琶湖南端付近に

７遺跡あり、見かけ上の集中域を見いだせる。ほかに

も琵琶湖東岸部を主として遺跡が散見されるが、県南

東部の丘陵地帯や、湖西地域では旧石器時代に遡る事

例が知られていない。田上山遺跡（四出井 1970）を

のぞいて、山地や丘陵から派生する中位段丘上やその

縁部、沖積低地に遺存する微高地上に立地している。

湖岸部よりも山地を意識した立地と判断でき、森林資

源やそこに暮らす動物資源の利活用が主眼に置かれた

と考えられる。こうした立地傾向は、今後、旧石器時

代の遺跡を探索するうえで参考となろう。とりわけ縄

文時代後期以前の遺跡の立地傾向と親和性が高く、そ

れらの時期の石器群を再点検すれば、旧石器の事例を

増やすことができそうである。

見つかった石器の種類に目をむけると、国府型ナイ

フ形石器や翼状剝片、同石核など瀬戸内技法に関係す

る資料が目立つ。いずれもサヌカイト製で、湖北地域

にまでサヌカイトを携えた集団の活動範囲がおよんで

いる点は興味深い。縄文時代では草創期〜中期頃まで、

チャートを主とするか、ある程度の割合で多用する石

器群が展開することと比べれば、それらとは根本的に

異なる集団や物資の移動が想定されよう。

真野遺跡で見いだされた縦長剝片に類する資料は、

米原市番の面遺跡（小江 1956）でも確認している。

青灰色のチャート製で、縄文時代の資料と混在して出

土している。小形のナイフ形石器は、真野遺跡のほか

に野洲市夕日ヶ丘北遺跡をあげられるのみだが、今後

注意して観察すれば事例が増えるだろう。滋賀県下の

旧石器は、数こそ少ないものの多様であり、隣接地域

と同様に、この地も旧石器時代人の活動の場となった

ことは疑いない。このなかにあって、真野遺跡には県

下で認められる旧石器のバリエーションがそろってお

り、断続的に利用されたことがわかる。 （上峯）
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補註

１）1σは霧ヶ峰地区西霧ヶ峰系黒曜石の繰り返し測定に

よる。測定方法やバックデータの詳細、原産地推定に

かかわる用語法については、既報の文献（明治大学古

文化財研究所 2011など）を参照されたい。

２）隠岐・九州地方の判別分析の際はZr分率（Zr強度
× 100/A）を加え、明治大学文化財研究施設製；
MDR1.02を用いて実施した。

３）二上山北麓の桜ヶ丘第１地点遺跡（松藤 1992）では、

サヌカイト製の細石刃核が１点知られている。実測図

から判断する限り、矢出川系細石刃石器群に属すると

考えられる。
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Palaeoliths of Mano Site, Otsu City, Shiga Prefecture:
Discovery and Recognition the Palaeolithic Industry Including Yubetsu Type Micro Core
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3
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Shiga prefecture has been referred as the important target field in Japanese palaeolithic archaeology, but

it has serious problem, the shortage of the discovery of palaeolithic artifact. In this paper, the first

“recognized” palaeolithic industry that was unearthed from Mano site, Otsu city. The most important point

is that includes Yubetsu type micro core from obsidian. The majority of lithic artifacts of Mano site must

belong to the initial Jomon era, but only obsidian artifacts are consist of the obvious palaeoliths and flakes

which have sharp edges and arrises. Sanukite artifacts which account for much of the lithic artifacts of Mano

site can be subdivide into three group on the basis of the degree of weathering. The most weathered group

includes the backed blade and such kind of artifacts. The palaeoliths of Mano site must be the key which

proves the colonial hypothesis in the stage of microlith.
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